
第６学年 国語科学習指導案  

児  童   ６年２組  男子 11 名  女子 15 名  

指導者   菊  池    梢         

ものの見方を広げよう 

中心教材「『鳥獣 戯 画』を読む 」（光 村 図書６年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教材について  

 ・全九段落から 成 る尾括型の文章で あ る。  

・ アニメ監督とし て の視点から「鳥獣 戯 画」の絵に対する 解 説と解釈，評価が 述

べられた評論文と し ての特徴をもつ。  

・PISA 型読解力の 要 素の一つである ，非 連続型テキストと 連 続型テキストとを 照

らし合わせて読む 力 ，絵を読む力を育 て るのに適している 。  

 ・ 逆接や累加， 限 定 ，体言止め など の 強調表現や語りか け るような表現等， も の

の見方や感じ方を 読 者に伝えるための 工 夫を学ぶことがで き る。  

 

構

成  
段落  内容  要点  

序

論  

①  
書き出し  

蛙と兎の相撲の様 子 の実況風紹介。  

②  絵の表現方法につ い ての説明と感想。  

③  話題提示  
『鳥獣戯画』の紹 介 と描き方。  

漫画のようだが， そ れだけではない。  

本

論  

④  

説明  

アニメの祖である 絵 巻物。  

⑤  絵の解説。漫画と の 共通点。  

⑥  二枚の絵のつなが り と筆者の評価。  

⑦  絵巻物の特徴と筆 者 の評価。  

⑧  まとめ  絵の力を使って物 語 を語るという日本 文 化の特色。 

結

論  
⑨  主張  『鳥獣戯画』は人 類 の宝。  

 

 
〈言語活動〉  
◎「私流  

○○絵巻の紹介文 」 

<指導事項 > 

◎目的に応じて ，文 章の内容を的確に 押 さえて要旨をとら え

た り ， 事 実 と 感 想 ，意 見 な ど と の 関 係 を押 さ え ， 自 分 の 考

えを明確にしなが ら 読んだりすること 。（読むウ）  

◎本や文章を読ん で 考えたことを発表 し 合い，自分の考 えを

広げたり深めたり す ること。（読むオ ）  

◎ 文 章 の 中 で の語 句と 語 句 と の 関 係を 理解 す る こ と 。（伝 国

(1)イ (オ )）  



２．児童について  

  児童は ，説明 的 な文章の 学習 にお い て，書かれている 内 容をとらえるため に 段

落に着目したり構 成 や要旨を読み取っ た りする学習を積み 重 ねてきた。５年「 サ

クラソウとトラマ ル ハナバチ」「千年の 釘にいどむ」「ニュ ース作りの現場か ら 」

の 学習で は，文章 構 成やキーワードに 着 目しながら内容を 読 み取り，要旨をと ら

える学習を行った 。 ６年「感情／生き 物 はつながりの中に 」 では，文章構成を と

らえたり ，文章と 対 話しながら読むこ と で筆者が文章を書 い た目的を考えたり す

る中で ，要旨をと ら え，自分の考えを も つ学習を行った。 そ の中で，文章構成 を

考えながら文章を 読 んだり筆者の考え に 対して自分なりの 考 えをもつことがで き

たりする 児童が 増 え てきている。しか し ，叙述に即して読 む こと，中心となる 語

句に気を付けて読 む こと ，段落相互の 関 係をとらえたり要 点 や要旨をまとめた り

することなどの読 む 力は個人差が大き く 十分とはいえない 。 また，筆者の考え に

対して 自分なりの 考 えをもつことにつ い ても，経験不足や 語 彙が少ないことか ら

浅いものとなって い る児童が多い。本 時 では児童一人一人 が 主体的に読み深め ら

れるよう支援して い きたい。  

 

３． 指導にあたっ て  

  今回学習する 主 な 事項及び活動は ， 以下の通りである 。  

本教材は，作品 に対 する解釈と評価 を述 べた評論文であ る。 筆者のものの見 方

に迫るためには ，そ れがどこに表れ るか を知る必要があ る。 作品の何（どこ ）を

取り上げ ，どん な説 明や解釈をし， どの ような言葉で評 価し ているかという 評論

文の読み方を理 解さ せていく。そし て ， その読み方を活 用し 次単元へつなげ る場

として 「私流○○ 絵 巻の紹介文 」とい う 言語活動を仕組む 。  

第１次・・・単元の見通し や目的意識を 持 たせて学習への意 欲 付けを図りたい。  

まず，筆者のアニ メ 作品や絵巻の実物 に 触れ，絵巻物への 興 味をも

たせる。また，単 元 のゴールを「私流 ○ ○絵巻の紹介文を 書 こう」

と設定し 言語活動 例 を示すことで，絵 を 解説することへの 関 心を高

め，意欲的に学習 に 取り組むことがで き るようにしたい。  

    第２次 ・ ・ ・絵と文章を照ら し 合わせながら読み ， 筆者のものの見方 を とらえ

ていく。そ の際，筆 者の考えを読者に 効 果的に伝えるため の 表現や

構 成 の 工 夫 に 着 目 さ せ る 。 ま た ， 自 分 の 考 え と 比 べ さ せ る こ と で ，

ものの見方を広げ て いきたい。  

第３次・・・第２ 次 でまとめたことを も とに，「私流○○ 絵 巻の紹介文」を書 か

せる。  

単元を通して ，絵 を 読み解いていく筆 者 のものの見方を学 び ，自分のものの見

方を広げ ，紹介文 を 書くという必要性 の もとに教材文を解 釈 することを大切に し

ていきたい。 そし て ，内容面や 能力面 に ついて次教材「こ の 絵，わたしはこう 見

・絵を読み解いてい く筆者のものの見 方 を学び，自分の もの の見方を広げる。 

・絵と文章とを照 ら し合わせながら効 果 的に読む。  



る」と関連させる こ とにより ， 次教材 で は，本単元で習得 し た力を生かして絵 画

に対する 感じ方や も のの見方を書く力 を 培うことが目標と な る。その学習への ス

テップとして ， 本 単 元では紹介 文を書 く という言語活動を 位 置づけたい。  

 

４．単元の 目標  

・ 絵巻物 に興味を も ち，絵巻物につい て 解説する文章を読 も うとする。  

・ 絵と文章を照ら し 合わせながら，筆 者 の着眼点や表現の 工 夫を読み取ること が

できる 。 (1)ウ  

・ 語句と語句とが ど のように関連し合 っ て文章全体を構成 し ているのかを理解 す

ることができる 。 (1)イ (オ ) 

 

５． 単元の評価規 準  

 【関】絵巻物や 絵 を紹介することに 興 味をもち，自分の 選 んだ場面の解説に 生 か  
すために，筆者 の着 目点や評価語彙・表 現の工夫について 読 もうとしている。  

【読】絵と文章を 照 らし合わせながら ， 筆者のものの見方 を 読者に伝えるため の  
工夫と効果につい て 理解している。  

 【言】文末表現 や 助詞の使い方など 語 句に着目して読み ， 語句と語句との関 係 を  
理解している。  

 

６． 単元指導計画 (全７時間）  

段

階  
ねらい  

時

間  
主な学習活動  評価規準と評価方 法  

 言 語  

活 動  

見

通

す  

単元の見

通しや読

みの目的

及び観点

をもつこ

とができ

る。  

１  ・ 筆者のアニメ作 品 や

絵巻の実物に触れ ，

絵巻物や教材に興 味

を持つ。  

・単元のゴール， 学 習

課題を知り，学習 の

見通しを持つ。  

・「信貴山縁起絵巻」「 大

納言絵巻」の内容 や

背景を知る。   

【関】絵巻物や絵 を 解説する

ことに興味を持ち ， 絵につ

いて気付いたこと を 発表し

ている。 <発言・ ノ ート > 

【関】解説文を書 こ うという

意識をもっている 。 <ノー

ト・観察 > 

 「
私
流
○
○
絵
巻
の
紹
介
文
」
を
書
こ
う
。 

深

め

る  

表現や構

成の工夫

について

考え，筆

者のもの

の見方を

３  ・ 絵と文章を照ら し 合

わせながら読み， 絵

に対する筆者の着 目

点と評価を見つけ

る。 (１ ) 

【読】絵のどの部 分 を取り上

げ，何に着目し， ど う評価

しているかについ て 絵と文

章を対照させなが ら 読み取

っている。<ワー ク シ ー ト ・

発言 > 

 



とらえる

ことがで

きる。  

 

・ 自分の見方を読 者 に

伝えるための筆者 の

表現や構成の工夫 を

見つける。  

・筆者の絵巻物に 対 す

る評価をまとめる 。  

(１ ) 

【読】考えを効果 的 に伝える

ための表現や構成 の 工夫を

見つけている 。<ワー クシー

ト・発言 > 

【読】読み取った 筆 者の評価

をまとめている 。<ノ ー ト ・

発言 > 

 

・ 自分の見方を読 者 に

伝えるための筆者 の

表現や構成の工夫 と

その効果や意図を 整

理する。  

＊ 再 読  (１ ) 

【読】表現や構成 の 工夫につ

いて，その効果や 筆 者の意

図を考えている 。<ノ ー ト ・

発言 > 

 

使

う  

２次でつ

けた力を

生かし

て，自分

が選んだ

場面を紹

介するこ

とができ

る。  

３  ・「信貴山縁起絵巻」に

ついての文章と絵 を

照らし合わせて読

み，着目点や表現 の

工夫とその効果を 確

認する。  

・筆者の 考えを読 み 取

り，自分の見方を も

つ。  

＊ 再 読 (１ )本時  

【読】表現や構成 の 工夫につ

いて，その効果や 筆 者の意

図を考えている 。<ワ ークシ

ート・発言・ノー ト > 

 

・ 自分が選んだ場 面 の

絵を読み取り，自 分

の見方をもつ。  

・ 自分が選んだ場 面 に

ついての紹介文を 書

き，交流する。  

＊ リ ライ ト   (１ ) 

【 言 】 文 末 表 現 や 助 詞 の 使 い

方 な ど ， 語 句 に 着 目 し ， 表

現を工夫して使っ て いる。<

記述 > 

   

  

・紹介文を読み合 い 交

流する。  

・学習を通して新 し く

知ったことや自分 の

ものの見方が広が っ

たと思うことにつ い

て，自分の考えを ま

とめて話し合う。  
(１ ) 

【 読 】 友 達 の 考 え と 自 分 の 考

え を 比 べ ， そ の 違 い に 気 づ

いている。  
【 読 】 学 習 を 通 し て 新 し く 知

っ た こ と や 自 分 の も の の 見

方 が 広 が っ た と 思 う こ と に

つ い て ， 自 分 の 考 え を ま と

めて話し合ってい る 。  

<ノート・発言 > 

 



７．本時の指導（ 第 ３ 次  ５ ╱７時）  

（１）ねらい  

考えを効果的に伝 え るための表現の工 夫 と意図について考 え ，自分なりの

見方 をもつことが で きる。  

 

（２）展開  

段

階  
学習活動・学習内 容  支援及び留意点  

見

通  

す  

 

８

分  

１．前時 までの学 習 を想起する。  

 

 

２．課題を確認す る 。  

 

 

 

 

・三本の柱「絵に対 する見方」「絵巻物 に

対する見方」「見方を 伝えるための表現

の工夫」について 確 認する。  

 

・次時で紹介文を 書 くためという本時 の

目的意識を持たせ る 。  

・筆者は自分の見 方 を読者に伝えるた め

に表現や構成の工 夫 をしていることを

確認し，本時の必 要 感を持たせたい。  

 

 

深

め  

る  

 

 

 

 

 

 

 

 

30

分  

 

３．学習課題を解 決 する。  

 

（１）信貴山縁起 絵 巻の 紹介文を

読み ，筆者の見方 を とらえる。 

・ 筆者の着目点 や 表 現の工

夫を見つける。（ 再 読）  

・ 自分のものの見 方 を読者

に伝えるための筆 者 の工

夫とその効果 や意 図 につ

いて考える 。（再 読 ）  

 

 

（２）信貴山縁起 絵 巻に対する自

分の着目点を考え ， 交流する。  

 

 

・紹介文に出会う 前 に絵を読む時間を と

ることで，自分なり の見方をもたせる 。 

 ・絵と文章とを 照 らし合わさせる。  

・「『鳥獣戯画』を 読 む」で学習した既 習

事項を生かして学 び を進めさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と  

め

る  

７  

分  

 

４．学習を振り返 る 。  

 

５．次時の学習の 見 通しをもつ。  

 

 

 

・次時は「私 流○○ 絵巻の紹介文 」を書

くことを確か め，意 欲や見通しを 持た

せるようにする。  

〈評価〉  
Ａ  筆 者 の 着 目 点 や 表 現 の 工 夫 と そ

の効果について書 き まとめ，その意

図を理解している 。  
Ｂ  筆 者 の 着 目 点 や 表 現 の 工 夫 と そ

の効果について書 き まとめている。 

Ｃへの支援  
掲 示 物 や ノ ー ト の 既 習 事 項 を も

とに，絵と文章を照 らし合わせなが

ら 筆 者 の 着 目 点 や 表 現 の 工 夫 と そ

の効果を確認する 。  

三 本 の 柱 を も と に 筆 者 の 見 方 を

とらえ，自分の考 え をもとう。  


